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大きく育て美咲の子ども　今を理解し、未来をみつめ

こんなことが決まりました
12議員が町政を問う
特集 平成29年度 美咲町子ども議会
第6回美咲町議会報告会および意見交換会

主な内容

❼〜⓱
⓲〜�

�

❷〜❸

2017年8月10日発行



2美咲町議会だより  No.49  ＜2017.8＞

官民連携でエリアの魅力づくり

子どもの貧困実態調査 スクールバスを購入

補
正
予
算

城下町と黄福のまち  観光産業の育成に期待
６月5日～１6日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など35件の議案が議決されました。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
の
総
額
に

１
億
３
，６
３
０
万
円
を

増
額
す
る
。

【
主
な
歳
入
】

☆
国
庫
補
助
金　

２
，５
７
７
万
円

☆
県
支
出
金 

２
２
０
万
円

☆
町
債   

３
，０
９
０
万
円

【
主
な
歳
出
】

★
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費

�

８
０
３
万
円

★
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
費

�

１
９
４
万
円

★
エ
リ
ア
の
魅
力
づ
く
り

  （
黄
福
創
生
拠
点
整
備
事
業
）

８
１
８
万
円

★
た
め
池
全
面
改
修

�

１
，５
０
２
万
円

★
城
下
町
と
黄
福
の

ま
ち
づ
く
り

�

２
，０
７
７
万
円

◎
特
別
会
計
補
正
予
算

【
介
護
保
険
事
業
】

★
地
域
支
援
事
業
費

３
４
０
万
円

　中央運動公園や亀甲商店街のエリアとしての
魅力づくりに官民連携で取り組む。
〔黄福創生拠点整備事業費８１８万円〕

　子どもの貧困について調査し、今後の施策に
活かす。２学期実施予定。
〔地域子どもの未来応援事業費３００万円〕

　１４人乗りのバスを２台購入。２路線で運行
予定。
〔スクールバス購入事業費８０３万円〕
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全国の子どもの貧困率の推移
～子ども貧困７人に１人～
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本庁舎と柵原総合支所に点字ブロックを新設

　駐車場から玄関まで設置。（旭総合支所
に隣接する保健センターは設置済み）
〔財産管理費１９４万円〕

点字ブロック
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城下町と黄福のまち観光産業の育成 樋
ひゅう

路
じ

池
い け

の全面改修

城下町と黄福のまち  観光産業の育成に期待
６月5日～１6日まで定例議会が招集され　一般会計補正予算など35件の議案が議決されました。

　地域の発想を行政が後押しして、新しい観光
地域づくりをめざす。
〔地方創生交付金事業費２,０７７万円〕

　堤体が非常に危険な状態であるため、優先的
に事業着手。
〔地域ため池総合整備事業費１,５０２万円〕

6月議会
でこんなことが
決まりました

意見の分かれた議案

○は賛成　　×は反対

（議長は裁決に加わりません）

松
島
啓
議
員

山
本
議
員

岩
野
議
員

江
原
議
員

金
谷
議
員

松
田
議
員

林
田
議
員

左
居
議
員

延
原
議
員

形
井
議
員

松
島
幸
議
員

藤
井
議
員

山
田
議
員

議案第85号 住宅新築資金等貸付事業（専決処分）の承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第86号 美咲町個人情報保護条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

議案第87号 美咲町課設置条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

要
　
　
望

条
　
　
例

貝
阿
彌
幸
善
議
長
が
岡
山
県

町
村
議
会
議
長
会
会
長
に
就
任

津
山
高
等
学
校
加
美
分
校
記
念
碑

建
立
の
要
望
書

美
咲
町
原
田
１
４
７
１

　

戸
田　

博
福　

他
63
名

　

歴
史
的
意
義
と
関
係
者
の
心
情
に
鑑

み
、
全
会一致
で
採
択
と
し
た
。

「
政
策
推
進
室
」お
よ
び「
徴
収
対

策
室
」を
新
設
す
る
。

　

官
民
連
携
に
よ
る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
、
滞
納
金
徴
収
に
取
り
組
む
。

美
咲
町
課
設
置
条
例
の一部
を
改
正
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総務産業常任委員会からの報告
総務産業常任委員会は、総務課、まちづくり課、情報交通課、税務課、上下水道課、産業建設観光課が所管す
る予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／山本宏治　副委員長／延原正憲　委員／山田雄二、松島幸一、松田英二、岩野正則、松島　啓の7人
で審議しています。

地域ため池総合整備事業の対
象である打穴中「樋

ひゅう

路
じ

池
いけ

」を視
察した。

　堤体からの漏水量が多く、堤
体決壊による被害が近くを走る
主要地方道まで及ぶ危険性が
高いため、早急な整備の実施が
必要であると確認した。

委 員 会 の活動

【税務課】
税申告用のパソコンを更新

【上下水道課】
公共施設の下水道

税申告用のパソコン購入費409
万円を今回計上する理由は。
現在のパソコンは既に耐用年
数が過ぎており、早急に更新
する必要がある。

下水道の接続率向上につな
がる努力をしているか。
公共施設の下水道への接続
を着実に行い、町民への啓発
につなげていきたい。

問 問

答 答

【産業建設観光課】
観光産業創造事業の推進
「城下町と黄福のまち観光産
業創造事業」の概要は。
本町と津山市が連携し、観光
振興を通じ、2年後に30万人
の観光客誘致を目指す事業
である。

問

答

【総務課】
点字ブロックの設置

【まちづくり課】
「みさきで暮らす本」の制作

本庁舎および柵原総合支所
の管理費194万円の内容は。
障がい者用の点字ブロック
や手すりを設置する費用で
ある。

「中山間地域等活力創生応援事
業」はどのようなことを行うのか。
食をテーマにワークショッ
プを開催し「みさきで暮らす
本」にまとめ、町内外に発信
していく。

問 問

答 答

【情報交通課】
「声の広報みさき」を周知
「広報みさき」の今後の取り組
みは。
視覚障害者や高齢者向けに「声
の広報みさき」のCDを制作して
おり、その周知を図りたい。

問

答

打穴中地内
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民生・教育常任委員会からの報告
民生・教育常任委員会は、住民課、健康福祉課、こども課、福祉事務所、教育総務課、生涯学習課が所管する
予算その他の案件について審議を担当しています。
委員長／金谷髙子　副委員長／形井　圓　委員／藤井智江、左居喜次、林田　実、江原耕司、貝阿彌幸善の
7人で審議しています。

【健康福祉課】
介護保険

【教育総務課】
スクールバスの運行

【こども課】
保育園英語活動推進事業

【生涯学習課】
人づくり推進事業

【福祉事務所】
地域子どもの未来応援事業

介護保険の事業で余剰金が出た
場合、介護保険料を下げる考えは。
現状では積立金もない状況で
あり、団塊の世代が75歳にな
る2025年を考え慎重に検討
する。

加美小学校のスクールバスの
運行開始はいつからか。
早くて１２月頃、遅くても３学期
からと思っている。

保育園英語活動推進事業で臨
時職員の賃金予算が増額とな
ったのはなぜか。
人数が増えたのではなく賃金
単価の改定があり増額した。

中高生が活躍！おかやま創生
を支える人づくり推進事業委
託金の３０万円は。
境神社「獅

し
子
し
舞
まい
・宮
みや
棒
ぼう
」に挑戦

および地場産業の実態を知り地
域で活躍できる人材を育てる。

貧困実態調査の対象者は。ま
た、調査時期はいつごろか。
対象は小学校４年生以上中学
校３年生までの児童と保護者
で、10月以降に調査予定。

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

津山高等学校加美分校跡地記念
碑の建立の要望があり、中央中
学校敷地内を視察した。

　石碑は卒業生の皆さんで建立
される。敷地占有の許可を求め
るものであり、希望される場所も
中学校として支障がないことを
確認した。

原田・中央中学校敷地内

執行部に対して意見を付す
　こども課の臨時職員と教育総
務課の授業嘱託職員の賃金改正
と併せて、役場で働く臨時職員
と正規職員との給与格差を是正
するように意見を付す。
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ページ 議員名 質　問　内　容

7 岩野  正則 １．町内観光地の活用に挑戦を
２．移住者増加のために担当者窓口強化を

8 延原  正憲 １．美作岡山道路の早期全線開通を
２．急げ町内観光施設の整備

9 左居  喜次 １．救急医療の充実強化策は
２．公共事業に町内業者の活用を

10 山田  雄二

１．義務教育学校  今後の見通しは
２．美作岡山道路  話し合いの機運の醸

成を
◇　住民にとって、行政が身近に感じられ

る工夫
◇　高齢者の生活不安や悩みへの対応

11 山本  宏治 １．岸田吟香を後世に伝えるべきでは
２．町道維持作業員を増員するべきでは

12 松島  幸一
１．滞納金の回収強化策は
２．小・中学生の放課後時間の有効活

用を

13 藤井  智江
１．福祉施策のさらなる充実を
２．給食費の無償化はできないか
◇　町長の政治姿勢を問う

14 形井  　圓
１．スクールバス利用の弾力的運用を
２．臨時福祉給付金100％支給の対策は
◇　自宅介護者への支援

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

　
　
町
長
・
教
育
長
な
ど
に

　
　
　
　
町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

ページ 議員名 質　問　内　容

15 金谷  髙子

１．生活支援コーディネーターの活動
状況は

２．観光振興の具体的な考えは
◇　地域包括ケアシステム

16 松島  　啓 １．産業振興で所得向上を
２．みさき版CCRCでコミュニティ形成を

17
林田  　実 １．配食サービス事業の取り組みは

松田  英二 １．国からの人材支援制度を利用できないか
議会だよりには、2問まで掲載しています。
掲載できなかった質問は◇で表示しています。

町
政
を
問
う
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町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員は暑中見舞い・年賀状などの挨拶状を出すことが禁止されています。

町内観光地の活用に挑戦を

移
住
者
増
加
の
た
め
に

　
　
　
担
当
者
窓
口
強
化
を

空
き
家
対
策
推
進
委
員
を
増
や
す

攻める観光振興に
挑戦していきたい

問　
町
内
観
光
地
の
活

用
に
挑
戦
を
。

　
①
食
堂
か
め
っ
ち
。
三

休
公
園
、
鉱
山
資
料
館
な

ど
の
活
用
が
で
き
な
い
か
。

　
②
宿
泊
、
滞
在
型
へ
の

取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

①
官
民
が
協
力
し
観
光

客
を
呼
び
込
も
う
と
し
て

い
る
が
、24
年
に
20
万
３
，

２
０
７
人
だ
っ
た
観
光
客

も
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　

仮
称
だ
が
、
美
咲
町
観

光
協
会
を
立
ち
上
げ
、
民

間
、
地
域
主
体
の
観
光
振

興
を
行
政
が
後
押
し
す
る

シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
る
。

　

町
内
観
光
地
、直
売
所
、

宿
泊
施
設
、
飲
食
店
な
ど

も
連
携
し
、
攻
め
る
観
光

振
興
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

　

②
現
在
、
宿
泊
施
設
と

し
て
町
内
で
営
業
し
て
い

る
と
こ
ろ
は
５
カ
所
程
度
。

　

政
府
が
32
年
ま
で
に
農

山
漁
村
滞
在
型
旅
行
を
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
実
施
で
き

る
５
０
０
の
地
域
を
創
出

す
る
と
し
て
い
る
。

　

地
域
や
団
体
の
継
続
的

な
運
営
が
可
能
な
ら
ば
整

備
す
る
こ
と
は
効
果
的
で

あ
り
、
本
町
に
合
う
形
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
町
内
３
地
域
の
旧

商
店
街
活
性
化
の
た

め
、さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

十
分
調
査
し
、
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

問　
定
住
者
、
移
住
者

へ
起
業
支
援
、
新
規

就
農
者
支
援
。
移
住
者
増

加
の
た
め
の
担
当
者
、
窓

口
の
強
化
を
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

企
業
支
援
に
つ
い
て
は

相
談
が
あ
れ
ば
商
工
会
と

連
携
し
て
対
応
す
る
。

　

営
農
希
望
者
に
は
、
美

作
広
域
農
業
普
及
セ
ン
タ

ー
、
農
協
と
連
携
し
て
、

就
農
者
の
意
向
を
聞
き
、

事
業
提
案
を
行
う
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
く
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

空
き
家
対
策
推
進

委
員
を
今
年
度
１
人
増
加

し
、
対
応
強
化
を
す
る
。

　

ま
た
、移
住
者
向
け
の
読

本
の
第
２
弾
を
刊
行
す
る
。

　

津
山
・
岡
山
圏
域
の
取

り
組
み
も
進
め
、
共
同
の

移
住
相
談
会
も
実
施
し
て

い
く
。

問　
昨
年
度
本
町
へ
57

人
が
移
住
し
て
お
り

地
方
で
生
活
し
た
い
人
も

た
く
さ
ん
い
る
。

　
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
。

答
定
本
町
長

　

現
在
ま
で
に
新
規

就
農
者
が
26
人
い
る
。

　

そ
の
う
ち
20
人
が
ピ
オ

ー
ネ
を
作
っ
て
お
り
、
ハ

ウ
ス
の
補
助
金
を
２
分
の

１
に
引
き
上
げ
た
。

　

ま
た
、「
美
咲
ブ
ド
ウ
」

の
宣
伝
に
東
京
・
大
阪
へ

行
き
本
町
を
売
り
込
ん
で

い
く
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

人が集まるまちへ

魅力いっぱいの鉱山公園

岩野正則 議員



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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美作岡山道路の
早期全線開通を

急げ町内観光施設の整備

地元調整など積極的に進める

前向きに検討したい

問　
美
作
岡
山
道
路
計

画
の
ル
ー
ト
問
題

は
、
昨
年
地
元
合
意
を
得

て
よ
う
や
く
測
量
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
①
地
元
開
催
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
と
政
策

へ
の
具
体
化
は
。

　
②
地
権
者
の
測
量
同
意

へ
の
協
力
方
針
は
。

　
③
安
全
・
安
心
対
策
と

し
て
地
区
住
民
の
悲
願
で

あ
る
滝
谷
池
の
全
面
改
修

と
内
水
対
策
事
業
の
早
期

実
現
は
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

①
参
加
者
か
ら
は
さ
ま

ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ

れ
た
。
美
咲
町
第
二
次
振

興
計
画
の
後
期
基
本
計
画

に
反
映
で
き
る
よ
う
努

め
、
飯
岡
地
区
は
も
ち
ろ

ん
本
町
の
発
展
に
つ
な
が

る
施
策
を
今
後
考
え
て
い

く
。

　

②
測
量
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
よ
う
地
権
者
と
の
調

整
や
地
区
が
協
力
す
る
機

運
の
醸
成
に
つ
い
て
最
大

限
の
協
力
を
行
う
。

答
定
本
町
長

　

③
美
作
岡
山
道
路

は
本
町
に
と
っ
て
も
非
常

に
重
要
な
道
で
あ
り
、
滝

谷
池
改
修
と
内
水
対
策
と

三
点
セ
ッ
ト
で
進
め
る
考

え
は
今
ま
で
ど
お
り
で
あ

り
、微み

塵じ
ん
の
狂
い
も
な
い
。

問　
地
域
活
性
化
の
方

策
と
し
て
、
町
内
の

観
光
資
源
の
有
効
活
用
が

重
要
な
政
策
の
一
つ
で
あ

り
、観
光
施
設
の
整
備
や
観

光
客
対
応
が
重
要
と
な
る
。

　
来
町
さ
れ
た
観
光
客
が

気
持
ち
よ
く
再
度
来
町
し

て
も
ら
え
る
よ
う
ハ
ー
ド

面
の
充
実
強
化
は
不
可
欠

で
あ
る
。

　
①
主
要
幹
線
道
路
沿
い

に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
。

　
②
観
光
施
設
へ
の
道
路

案
内
看
板
や
標
識
の
整
備
。

　
③
観
光
資
材
や
貴
重
な

車
両
の
保
管
場
所
の
整
備
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

①
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置

に
つ
い
て
は
地
域
住
民
の

協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

今
後
調
整
・
検
討
し
た
い
。

　

②
案
内
看
板
は
必
要
に

応
じ
て
修
繕
ま
た
は
設
置

場
所
な
ど
検
討
し
て
設
置

し
て
い
き
た
い
。

　

③
片
上
鉄
道
の
車
両
の

保
管
に
は
屋
根
な
ど
の
整

備
も
検
討
し
た
い
。

答
立
石
生
涯
学
習
課
長

　

②
月
の
輪
古
墳
の

案
内
看
板
は
、
見
づ
ら
い

も
の
も
あ
り
、
一
度
現
地

調
査
を
し
た
い
。

答
定
本
町
長

　

①
公
衆
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

　

③
片
上
鉄
道
車
両
は
貴

重
な
車
両
で
あ
り
、
検
討

し
た
い
。

延原正憲 議員

議員が選挙区内にある者に対して、寄付をすることはいかなる名義でも禁止されています。

雨･露しのげる屋根がほしい

こうして堤体を守っています（飯岡滝谷池）
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議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

救急医療の充実強化策は

公
共
事
業
に
町
内
業
者
の
活
用
を

で
き
る
だ
け
町
内
業
者
に

　
　
　
　
　
配
慮
し
た
発
注
を
し
て
い
る

早急に要望していきたい

問　
消
防
の
救
急
現
場

で
は
、
厳
し
い
状
況

の
中
、
日
々
大
変
な
努
力

を
重
ね
て
い
る
。

　
傷
病
者
を
救
急
車
に
収

容
し
た
後
、
行
き
先
の
問

い
合
わ
せ
の
た
め
、
救
急

車
が
止
ま
っ
て
い
る
状
況

を
見
か
け
た
。

　
救
急
搬
送
の
現
状
と
課

題
、
医
療
機
関
の
受
け
入

れ
に
つ
い
て
問
う
。

　
①
津
山
圏
域
内
、ま
た
本

町
で
の
救
急
出
動
に
よ
る

現
場
到
着
時
間
、医
療
機
関

収
容
ま
で
の
所
要
時
間
は
。 

　
②
受
け
入
れ
先
医
療
機

関
の
充
実
、
強
化
策
は
。

答
桑
元
総
務
課
長

　

①
現
場
到
着
、
医

療
機
関
収
容
時
間
は
別
表

の
通
り
。

答
鈴
鹿
健
康
福
祉
課
長

　

②
津
山
英
田
圏
域

救
急
医
療
体
制
推
進
協
議

会
で
は
、
圏
域
に
お
け
る
救

急
、災
害
医
療
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
、
現
状
分
析
、

課
題
の
抽
出
、
解
決
策
の
検

討
、
ま
た
救
急
医
療
に
関
す

る
普
及
啓
発
や
災
害
救
助

訓
練
の
実
施
、病
院
群
輪
番

制
病
院
当
番
表
の
作
成
な

ど
の
事
業
を
行
って
い
る
。

答
定
本
町
長

　

消
防
職
員
が
一
生

懸
命
行
き
先
を
探
し
て
い

る
光
景
を
私
も
見
た
こ
と

が
あ
る
。

　

円
滑
に
救
急
患
者
を
病

院
に
運
べ
る
よ
う
に
、
早

急
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
町
内
の
活
性
化
、

雇
用
機
会
の
拡
大
の

観
点
か
ら
、
町
内
で
行
わ

れ
る
公
共
事
業
に
町
内
業

者
を
も
っ
と
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
①
昨
年
度
町
内
で
の
、

公
共
事
業
の
発
注
件
数
と

発
注
金
額
は
い
く
ら
か
。

　
ま
た
、
そ
の
う
ち
町
内

業
者
の
受
注
件
数
お
よ
び

金
額
は
い
く
ら
か
。

　
②
町
内
業
者
が
よ
り
多

く
の
受
注
機
会
を
得
ら
れ

る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
。

答
岡
部
副
町
長

　

①
公
共
事
業
の
発

注
件
数
お
よ
び
発
注
金

額
、
ま
た
町
内
業
者
の
受

注
件
数
お
よ
び
受
注
金
額

は
別
表
の
通
り
。

　

②
建
設
工
事
で
は
、
指

名
競
争
入
札
・
一
般
競
争

入
札
に
お
い
て
、
ま
た
大

規
模
工
事
で
は
共
同
企
業

体
で
の
発
注
も
、
で
き
る

だ
け
町
内
業
者
へ
配
慮
し

て
行
っ
て
い
る
。

　

町
外
業
者
が
受
注
し
た

工
事
に
つ
い
て
は
、
町
内

に
入
札
参
加
資
格
業
者
が

い
な
い
場
合
、
ま
た
は
美

咲
町
建
設
工
事
請
負
契
約

指
名
競
争
入
札
指
名
要
領

に
基
づ
き
、
業
者
数
が
町

内
だ
け
で
は
足
り
な
い
場

合
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
設
コ
ン
サ
ル

な
ど
に
お
け
る
業
務
委
託

に
つ
い
て
は
、
町
内
に
業

者
数
が
少
な
い
た
め
受
注

件
数
も
少
な
く
な
っ
て
い

る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

左居喜次 議員

平成２８年度  入札発注件数・金額
建設工事 業務委託（コンサル業務）

発注
件数

金額
（万円）

町内業者
発注
件数

金額
（万円）

町内業者
発注
件数

金額
（万円）

発注
件数

金額
（万円）

美咲町 160 82,747 155 75,518 62 20,450 1 119
岡山県 48 92,134 29 38,159 77 34,064 4 1,357
合　計 208 174,881 184 113,677 139 54,514 5 1,476

平成２８年度救急搬送

出動件数 現場到着
所要時間

医療機関
収容時間

美咲町 752 13分47秒 21分34秒

津山圏域 7,730 10分34秒 14分15秒

現場到着所要時間＝最初の通報からの時間
医療機関収容時間＝現場引上げから病院到着まで
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議員は病気見舞金を出すことが禁止されています。

義務教育学校
今後の見通しは

美作岡山道路
話し合いの機運の醸成を

新たな検討委員会を
立ち上げる

互いに会話をして
その差を縮めてほしい

問　
今
年
３
月
、
柵
原

地
域
学
校
建
設
検
討

委
員
会
の
報
告
書
が
ま
と

ま
り
、
義
務
教
育
学
校
の

創
設
が
望
ま
し
い
と
の
方

向
性
が
示
さ
れ
た
。
そ
の

間
の
経
緯
は
。

　
新
し
い
学
校
を
つ
く
る

と
な
れ
ば
、
地
域
の
理
解

と
協
力
が
必
要
で
あ
る
。

　
ど
う
周
知
し
、
進
め
て

い
く
の
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

学
力
向
上
や
不
登

校
な
ど
への
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
、義
務
教
育
学
校

が
必
要
と
の
結
論
を
得
た
。

　

今
後
、
義
務
教
育
学
校

創
設
に
向
け
て
、
新
た
な

検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
従
来
の
委
員
に
加
え

て
地
域
ご
と
に
自
治
会
の

人
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

や
機
会
を
捉
え
て
、
き
め

細
か
い
説
明
や
意
見
交
換

を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問　
新
し
い
検
討
委
員

会
で
は
、
地
域
の
幅

広
い
意
見
の
集
約
を
お
願

い
し
た
い
。

　
ま
た
、小
学
校
の
統
合
は

あ
る
の
か
。

答
柴
原
教
育
長

　

多
く
の
意
見
を
踏

ま
え
て
、新
し
い
学
校
づ
く

り
を
推
進
し
た
い
。

　

学
校
施
設
分
離
型
で
は
、

小
学
校
の
統
合
は
な
い
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、統
合
型

か
分
離
型
か
こ
れ
か
ら
の

検
討
課
題
で
あ
る
。

問　
美
作
岡
山
道
路

は
、
地
元
の
誰
も
が

早
期
完
成
を
願
っ
て
い
る

が
、
ど
こ
を
通
る
か
と
い

う
ル
ー
ト
の
問
題
で
地
元

に
意
見
の
違
い
が
あ
る
。

　
一
方
、
県
も
今
年
５
月

の
説
明
会
で
は
、
38
年
度

開
通
予
定
は
難
し
い
と
の

認
識
で
あ
っ
た
。
地
元
も

県
も
事
業
推
進
の
こ
と
で

苦
慮
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
お
互
い

に
話
を
し
て
い
き
、
意
見

の
相
違
点
を
出
し
合
う
の

が
大
事
な
こ
と
だ
。

　
地
元
・
県
・
町
の
話
し

合
い
が
で
き
る
よ
う
な
機

運
を
生
み
出
す
た
め
に
町

が
尽
力
で
き
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

要
す
る
に
地
域
が

割
れ
て
い
る
、
こ
の
こ
と
を

和
ら
げ
る
方
法
に
つ
い
て
町

が
間
に
入
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、ワ
ー

ク
ショッ
プ
な
ど
に
参
加
し
て

ル
ー
ト
の
話
な
ど
を
出
し
、

お
互
い
に
そ
の
差
を
縮
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

　

飯
岡
地
区
の
和
の
必
要

性
は
理
解
で
き
る
が
、我
々

が
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
住

民
の
賛
成
多
数
の
中
か
ら

意
見
が
出
て
き
て
い
る
こ
と

も
ご
理
解
願
い
た
い
。

山田雄二 議員

柵原インターイメージ案

どう変わる 学校教育
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山本宏治 議員

岸田吟香を後世に
伝えるべきでは

町
道
維
持
作
業
員
を

　
　
　
増
員
す
る
べ
き
で
は

情
勢
を
見
て
検
討
す
る

城下町津山・黄福のまち美咲
との連携で考えたい

問　
本
町
の
偉
人
で
あ

る
岸
田
吟
香
は
旭

地
域
の
栃
原
生
ま
れ
で

あ
る
。

　
マ
ル
チ
な
人
で
英
和
辞

典
の
作
成
や
目
薬
の
開
発

販
売
、
毎
日
新
聞
の
前
身

で
あ
る
日
日
新
聞
の
従
軍

記
者
で
も
有
名
だ
。

　
今
後
、
岸
田
吟
香
記
念

館
な
ど
を
利
用
し
て
後
世

に
受
け
継
ぎ
、
観
光
、
教

育
に
取
り
組
む
考
え
が
あ

る
か
。

答
立
石
生
涯
学
習
課
長

　

貴
重
な
資
料
を
活

用
し
、
認
知
度
を
上
げ
る

方
策
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
歴
史
、
文
化
の

継
承
や
人
材
育
成
に
つ
な

が
る
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

答
柴
原
教
育
長

　

岸
田
吟
香
の
副
読

本
を
児
童
な
ど
に
教
材
と

し
て
今
後
活
用
し
た
い
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
を
通

じ
て
岸
田
吟
香
の
活
躍
や

功
績
を
後
世
に
伝
え
美
咲

流
の
観
光
資
源
に
す
る
。

答
矢
木
旭
総
合
支
所
長

　

岸
田
吟
香
記
念
館

お
よ
び
栃
原
公
園
の
P
R

を
し
て
い
く
。

問  

町
と
し
て
、
岸
田

吟
香
を
後
世
に
伝
え

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答
定
本
町
長

　

城
下
町
津
山
、
黄

福
の
ま
ち
美
咲
と
の
連
携

で
今
後
考
え
る
。

問　
各
地
域
で
は
高
齢

化
に
伴
い
町
道
の
草

刈
り
な
ど
が
大
変
困
難
に

な
っ
て
い
る
。

　
集
中
豪
雨
な
ど
今
の
気

象
状
況
は
予
測
で
き
な
い

こ
と
が
多
い
た
め
、
町
道

の
側
溝
清
掃
、
草
刈
り
、

支
障
木
の
伐
採
な
ど
は
災

害
防
止
の
た
め
に
も
重
要

で
あ
り
、
常
に
必
要
と
考

え
ら
れ
る
。

　
現
在
の
町
道
維
持
作
業

員
を
増
員
し
、
３
地
域
に

配
置
し
て
地
域
の
町
道
管

理
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。答

國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

現
在
、
２
人
一
組
の
２

班
体
制
で
町
内
の
各
地
域

順
位
を
つ
け
て
実
施
し
て

い
る
。

　

各
地
域
の
調
整
は
、
毎

月
一
回
月
初
め
に
各
支
所

と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

一
カ
月
の
業
務
計
画
を
立

て
て
い
る
。

　

降
雨
に
よ
る
小
規
模
な

土
砂
崩
落
が
あ
っ
た
場
合

な
ど
に
つ
い
て
も
、
随
時

連
絡
を
と
り
早
急
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
る
。

　

支
障
木
の
伐
採
は
、
道

路
構
造
令
の
高
さ
制
限
に

よ
り
対
応
し
て
い
く
が
、

地
権
者
の
了
解
が
必
要
で

あ
る
。

答
定
本
町
長

　

今
の
と
こ
ろ
は
２

班
体
制
で
機
能
し
て
い
る

が
、
今
後
は
情
勢
を
見
て

検
討
す
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員はお中元やお歳暮を出すことが禁止されています。

待っています 作業班

郷土の偉人を後世に



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁

12美咲町議会だより  No.49  ＜2017.8＞

松島幸一 議員

滞納金の回収強化策は

小・中学生の放課後時間
の有効活用を

徴収事務を行う
専門部署を設置する

必要に応じて対策を行いたい

問　
27
年
度
に
お
い
て

滞
納
金
が
一
般
会

計
・
特
別
会
計
合
わ
せ
て

３
億
円
以
上
あ
る
。

　
公
平
公
正
に
徴
収
す
る

た
め
に
専
門
部
署
を
設

け
、
債
権
管
理
に
つ
い
て

の
基
本
方
針
や
債
権
管
理

条
例
を
制
定
し
、
徴
収
業

務
を
行
い
や
す
い
環
境
に

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
岡
部
副
町
長

　
専
門
部
署
設
置
に

つい
て
は
、
副
町
長
を
所
属

長
と
す
る
徴
収
対
策
室
の

設
置
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
も
各
部
署
で
徴
収

努
力
を
行
う
が
、
課
を
超

え
て
複
数
の
滞
納
が
あ
る

場
合
、
そ
の
債
権
を
一
元

管
理
し
、
合
理
的
、
効
率

的
な
徴
収
事
務
を
専
門
部

署
で
行
う
。

　

地
域
を
よ
く
知
る
人
材

の
配
置
を
行
い
、
公
平
公

正
な
徴
収
、
自
主
財
源
の

確
保
の
観
点
か
ら
も
徴
収

推
進
が
不
可
欠
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
後
努
力
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
基
本
方
針
な
ど

も
今
後
整
備
し
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

あ
る
程
度
知
識
を

持
った
人
、
本
町
全
体
を
よ

く
知
って
い
る
人
、
法
律
を

あ
る
程
度
知
って
い
る
人
、こ

の
よ
う
な
人
材
を
配
置
し
、

滞
納
整
理
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。

問　
小
・
中
学
校
の
放

課
後
時
間
の
有
効
活

用
は
児
童
・
生
徒
の
学

力
、
体
力
、
人
間
力
づ
く

り
に
大
変
重
要
で
あ
る
。

　
小
学
校
の
放
課
後
子
ど

も
教
室
、
中
学
校
の
部
活

動
に
、
教
員
の
負
担
軽
減

の
観
点
か
ら
も
、
専
門
知

識
や
技
術
を
持
っ
た
人
を

活
用
し
、
内
容
を
充
実
さ

せ
て
は
ど
う
か
。

答
立
石
生
涯
学
習
課
長

　

放
課
後
子
ど
も
教

室
は
町
内
に
６
カ
所
あ
る

が
、
子
ど
も
の
居
場
所
確

保
、
家
庭
学
習
の
定
着
な

ど
を
事
業
の
目
的
と
し
て

い
る
。

　

当
面
は
そ
の
目
的
達
成

に
努
め
る
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

現
在
、
中
央
中
学

校
バ
レ
ー
部
に
１
人
の
外

部
指
導
員
を
導
入
し
て
お

り
、
教
員
の
負
担
軽
減
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

各
学
校
の
必
要
に
応
じ

て
対
策
を
行
い
た
い
。

答
柴
原
教
育
長

　

学
校
教
育
で
は
水

泳
や
体
育
に
専
門
指
導
員

を
導
入
し
て
い
る
が
、
放

課
後
子
ど
も
教
室
へ
の
導

入
は
、
事
業
目
的
と
合
致

す
る
か
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。

　

部
活
動
で
は
夕
方
に
指

導
で
き
る
人
材
の
確
保
が

課
題
で
あ
る
が
、
部
活
動

の
充
実
に
つ
な
が
る
よ
う

考
え
て
い
き
た
い
。

議員はお祭りへの寄付や差し入れが禁止されています。

放課後もがんばっています（寺子屋）

平成27年度における滞納金の上位3項目
（千円以下切り捨て）

一般会計
町税 1億20万円

住宅新築資金貸付金 9,547万円
国民健康保険事業 8,627万円

介護保険事業 1,047万円

一般会計合計 1億1,534万円

特別会計合計 
1億9,792万円

合計 3億1,326万円

住宅家賃 1,500万円
保育料 8万円

特別会計

一般会計
特別会計
合　　計



町政を問う
一般質問

質問

答弁
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藤井智江 議員

福祉施策のさらなる充実を

給
食
費
の
無
償
化
は
で
き
な
い
か

米
粉
パ
ン
に
補
助
金
を
出
し
て
い
る

慎重な議論が必要である

問　
①
国
民
健
康
保
険

会
計
の
国
庫
負
担
が

低
下
し
、
国
保
税
が
引
き

上
げ
ら
れ
支
払
い
が
困
難

な
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
国
保
税
を
１
世
帯
１
万

円
引
き
下
げ
で
き
な
い
か
。

　
②
高
齢
者
黄
福
給
付
金

を
今
年
度
は
65
歳
以
上
全

員
に
２
万
円
給
付
で
き
な

い
か
。

　
③
保
護
者
の
負
担
が
大

変
大
き
い
た
め
、
高
校
生

奨
学
金
を
３
万
円
給
付
で

き
な
い
か
。

答
鈴
鹿
健
康
福
祉
課
長

　

①
本
町
の
国
保
税

は
県
平
均
よ
り
低
く
、
医

療
費
は
高
い
。
給
付
と
税

収
が
今
も
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

な
状
況
で
あ
り
、
決
し
て

高
い
も
の
で
は
な
い
。

答
牧
野
こ
ど
も
課
長

　

③
対
象
人
口
は
３
４

２
人
。
多
額
の
費
用
が
伴
う

た
め
現
状
の
施
策
全
体
の
中

で
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

①
引
き
下
げ
に

つ
い
て
は
慎
重
な
議
論

が
必
要
。

　

②
２
万
円
の
支
給
で

10
年
経
つ
と
12
億
円
の

財
源
が
必
要
に
な
る
が
、

本
町
の
財
政
で
引
き
出

し
て
く
る
と
こ
ろ
が
な

い
の
で
、
理
解
し
て
ほ
し

い
。

　

③
検
討
も
し
て
み
る

が
、
不
公
平
感
が
あ
っ
て

は
い
け
な
い
。
国
の
制
度

を
利
用
い
た
だ
き
た
い
。

問　
今
の
社
会
情
勢
の

中
で
、
給
食
費
の
支

払
い
が
困
難
な
家
庭
も
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

　
学
校
給
食
は
、
命
綱
と

さ
え
言
わ
れ
、
子
ど
も
の

成
長
に
と
っ
て
大
切
な
存

在
で
あ
る
。

　
各
小
・
中
学
校
の
滞
納

額
、
給
食
単
価
を
示
せ
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
は
法

律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
・
発
育
に

欠
か
せ
な
い
。

　
義
務
教
育
は
憲
法
26
条

で
無
償
と
定
め
ら
れ
て
い

る
。

　
全
国
的
に
も
学
校
給
食

の
無
償
化
が
進
ん
で
お
り

本
町
も
無
償
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

28
年
度
の
滞
納
は

小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
12

人
、滞
納
額
は
34
万
４
千
円

に
な
る
。

　

町
内
全
小
学
校
の
給
食

単
価
は
２
６
０
円
。
中
央
中

学
校
、柵
原
中
学
校
が
３
０

０
円
。
旭
中
学
校
が
３
０
５

円
と
な
って
い
る
。

答
定
本
町
長

　

何
で
も
無
償
が
あ

り
が
た
い
が
、
限
度
が
あ

る
と
思
う
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
米

飯
給
食
に
加
え
、
米
粉
パ

ン
を
出
し
て
い
る
、

　

米
粉
パ
ン
へ
は
、
町
が

２
８
０
万
円
ほ
ど
補
助
し

て
い
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員や後援会が有料の挨拶広告を出すと処罰されます。

すこやかな発育のために

心豊かに安心な日々を



町政を問う
一般質問

質問

答弁

質問

答弁
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スクールバス利用の
弾力的運用を

臨時福祉給付金
１00％支給の対策は

関係機関と連絡調整し
考えていく

あらゆる機会を通じて
目標達成に取り組む

問　
加
美
小
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
の
質

問
を
過
去
２
回
し
て
き
た
。

　
そ
の
答
弁
で
は
、他
の
学

校
は
統
廃
合
が
あ
っ
た
か

ら
バ
ス
を
運
行
し
、加
美
小

学
校
は
統
廃
合
し
て
い
な

い
た
め
と
の
回
答
だ
っ
た
。

　
統
合
は
さ
れ
て
な
く
と

も
、
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
も
歩
い
て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
こ
と
を
真
剣
に
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
基
準
と
し
て
い
る
学

校
が
あ
る
と
聞
く
が
、
こ

れ
で
は
同
じ
通
学
班
で
も

利
用
で
き
な
い
児
童
が
で

き
て
く
る
。

　
弾
力
的
な
運
用
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
石
戸
教
育
総
務
課
長

　

加
美
小
学
校
ス
ク

ー
ル
バ
ス
の
新
規
運
行
に

関
す
る
要
望
書
に
つ
い

て
、
本
年
３
月
定
例
議
会

で
採
択
を
い
た
だ
い
た
。

　

現
在
運
行
に
向
け
て
準

備
を
し
て
お
り
、
車
両
購

入
の
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
る
。
予
算
の
議
決
後

早
々
に
車
両
の
入
札
な
ど

準
備
に
か
か
る
。

答
柴
原
教
育
長

　

３
キ
ロ
の
基
準
は

変
わ
ら
な
い
と
思
う
が
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

が
第
一
で
あ
る
。

　

関
係
機
関
と
話
し
合
い

を
持
ち
、連
絡
調
整
を
し
、

考
え
て
い
く
。

問　
①
美
咲
町
高
齢
者

黄
福
給
付
金
に
つ
い

て
１
０
０
％
給
付
が
行
政

の
責
務
だ
と
再
三
訴
え
た

結
果
、申
請
期
限
が
２
回
延

長
さ
れ
た
。

　

期
限
が
延
長
さ
れ
た
２

月
、３
月
の
支
給
人
数
は
。

　
ま
た
、未
申
請
者
に
ど
の

よ
う
な
対
策
を
し
た
の
か
。

　

②
29
年
度
に
は
臨
時
福

祉
給
付
金
１
万
５
千
円
が

支
給
さ
れ
る
が
、１
０
０
％

支
給
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
を
示
せ
。

答
稲
谷
福
祉
事
務
所
長

　

①
高
齢
者
黄
福
給

付
金
の
給
付
者
数
は
、３
，

８
８
１
人
で
、
未
支
給
者

数
は
50
人
。
給
付
率
は

98
・
73
％
で
あ
る
。

　

申
請
期
限
を
２
回
延
長

し
た
が
、
こ
の
期
間
に
96
人

が
給
付
さ
れ
た
。

　

②
29
年
度
の
臨
時
福
祉

給
付
金
は
、期
間
が
最
長
６

カ
月
間
あ
り
、10
月
17
日
ま

で
を
申
請
期
間
と
し
てい
る
。

　

周
知
方
法
は
、
広
報
誌
、

告
知
放
送
、ホ
ー
ムペー
ジ
、

申
請
書
の
送
付
な
ど
一
般

的
な
こ
と
は
す
べ
て
行
った
。

　

最
終
的
に
は
人
の
力
や

思
い
、支
援
で
目
標
が
達
成

で
き
る
と
思
って
い
る
。

　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

目
標
達
成
に
取
り
組
む
。

形井　圓 議員

後援会が花環・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

給付金は１００％支給が行政の責任

この子たちにスクールバスの運行を
（加美小学校）
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金谷髙子 議員

生活支援コーディネーターの
活動状況は

観
光
振
興
の
具
体
的
な
考
え
は

美
咲
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
全
国
に
発
信

互助の考えのもとに
活動している

問　
本
町
は
高
齢
化
率

38
％
と
な
り
、
高
齢

者
認
知
症
の
増
加
が
予
測

さ
れ
、
医
療
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
需
要
の
増
加
も
見

込
ま
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
住
ま
い
、
医

療
、
介
護
、
予
防
、
生
活
支

援
を
一
体
的
に
提
供
す
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
が
急
が
れ
て
い
る
。

　
本
町
の
取
り
組
み
は
。

　
①
地
域
づ
く
り
を
応
援

す
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、
活
動

の
状
況
は
。

　
②
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
協
議
体
は
設
置
し
て
い

る
の
か
。

答
鈴
鹿
健
康
福
祉
課
長

　

①
介
護
保
険
の
自

立
支
援
だ
け
で
な
く
、
自

助
、
共
助
、
公
助
に
加
え

て
、
地
域
に
お
け
る
互
助

の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

現
在
、
２
人
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で「
通

い
の
場
」
の
設
置
で
あ
る
と

か
、
互
助
の
支
援
の
考
え
の

も
と
に
活
動
し
て
い
る
。

　

地
域
に
か
か
わ
る
よ
う

な
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
（
第
３
層
）
が
配

置
で
き
る
の
が
理
想
と
考

え
て
い
る
。

　

②
地
域
の
協
議
体
は
、

地
域
の
こ
と
を
話
し
合
う

こ
と
も
大
切
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
全
体
の
協
議

体
は
準
備
中
で
あ
る
。

問　
本
町
は
、
31
年
度

に
は
観
光
客
を
30
万

人
に
増
加
さ
せ
る
目
標
を

立
て
て
い
る
。

　
津
山
市
と
５
町
で
結
ん

だ
定
住
自
立
圏
協
定
の
中

で
推
進
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
具
体
的
な
考

え
は
。

　
ま
た
、
観
光
を
目
玉
と

し
て
本
町
を
全
国
に
発
信

し
て
は
ど
う
か
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

本
町
へ
の
観
光
客
は
24

年
度
を
ピ
ー
ク
に
20
万
人

か
ら
年
々
減
少
し
て
い
る
。

　

29
年
４
月
28
日
に
地
方

創
生
推
進
交
付
金
の
内
示

が
あ
り
、
対
象
は
津
山
市

と
広
域
連
携
し
観
光
連
携

し
て
い
く
も
の
。

　

事
業
名
は
「
城
下
町
と

黄
福
の
ま
ち
観
光
産
業
創

造
事
業
」
で
あ
る
。

　

今
回
の
地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
機
に
美
咲
Ｄ※

Ｍ

Ｏ
を
立
ち
上
げ
、
成
功
地

域
、
成
功
事
例
と
し
て
全

国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

再
生
、
創
生
を
し

て
い
き
な
が
ら
、
今
あ
る

も
の
を
使
い
、
今
あ
る
観

光
地
を
活
性
化
し
て
い
き

た
い
。

　

大
垪
和
西
の
棚
田
は
日

本
の
原
風
景
を
み
ん
な
が

求
め
て
来
る
の
で
、
も
う

一
度
再
生
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

町政を問う
一般質問

質問

答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁

議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求することは禁止されています。

ようこそボンネットバスへ

地域を担うサポーター研修

※DMO
　官民連携による地域観光を推進する法人組織
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答弁

町政を問う
一般質問

質問

答弁
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産業振興で所得向上を

みさき版ＣＣＲＣで
コミュニティ形成を

民間工場の増設や
農林業を支援する

慎重に検討したい

問　
産
業
振
興
に
役
立

て
る
た
め
、
県
内
自

治
体
の
経
済
規
模
や
所
得

水
準
を
示
す
26
年
度
の
市

町
村
民
経
済
計
算
の
結
果

が
公
表
さ
れ
た
。

　
本
町
の
１
人
当
た
り
の

所
得
は
、
27
市
町
村
中
26

番
目
で
あ
っ
た
。そ
の
要
因

お
よ
び
今
後
の
対
策
は
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

経
済
計
算
は
、雇

用
者
報
酬
と
財
産
所
得
お

よ
び
企
業
所
得
を
合
計
し

た
も
の
。あ
く
ま
で
目
安
で

実
際
の
所
得
で
は
な
い
。

　

要
因
と
し
て
、本
町
は
上

位
の
自
治
体
と
比
べ
企
業

所
得
で
差
が
出
て
い
る
。

答
國
宗
産
業
建
設
観
光

課
長

　

水
稲
で
は
、
き
ぬ
む
す
め

が
特
Ａ
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ

た
。
ピ
オ
ー
ネ
の
生
産
拡
大

な
ど
儲
か
る
農
業
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
推
進
し
て
い
く
。

答
定
本
町
長

　

工
場
誘
致
は
難
し

い
が
、
既
存
の
工
場
の
増
設

な
ど
を
お
願
い
し
て
い
る
。

農
林
業
の
支
援
と
合
わ
せ

て
推
進
す
る
。

問　
本
町
の
お
米
を
国

際
規
格
が
取
れ
る
よ

う
目
標
を
持
ち
、
し
っ
か

り
儲
か
る
農
業
へ
向
け
て

頑
張
れ
な
い
の
か
。

答
定
本
町
長

　

棚
田
米
の
価
値
を

高
め
な
が
ら
値
段
を
上
げ

て
い
く
た
め
、
Ｐ
Ｒ
の
方
法

を
考
え
る
。

問　
地
方
創
生
の
施
策

の
中
で
、
元
気
な
と

き
か
ら
介
護
時
ま
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
し
て
、
日
本
版
Ｃ※

Ｃ
Ｒ

Ｃ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。予

防
医
療
、
健
康
づ
く
り
、

雇
用
創
出
な
ど
が
期
待
で

き
、地
域
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

　
み
さ
き
総
合
戦
略
の
中

で
、
み
さ
き
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

生
涯
活
躍
の
ま
ち
と
し
て

検
討
す
る
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

今
、
地
域
で
「
通

い
の
場
」
も
含
め
て
や
っ

て
い
る
取
り
組
み
と
、
ど

の
よ
う
に
関
わ
り
を
も
た

せ
る
の
か
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

答
鈴
鹿
健
康
福
祉
課
長

　

日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ

は
、高
齢
者
が
元
気
な
時
か

ら
積
極
的
に
参
加
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。

　

本
町
が
進
め
て
い
る「
通

い
の
場
」と
つ
な
が
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。ま
ち
づ
く
り
課

と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て

い
き
た
い
。

答
立
石
生
涯
学
習
課
長

　

教
育
振
興
基
本
計

画
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
検
討
し
、関
係
各
課
と

協
力
し
て
い
き
た
い
。

答
定
本
町
長

　

大
学
の
研
究
機
関

な
ど
の
話
も
聞
き
な
が
ら

研
究
し
た
い
。

松島　啓 議員

有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

もっと儲かる産業へ

生涯活躍のまち

※ＣＣＲＣ
　都市圏の高齢者が移り住み、地域で健康な生
活を送り、個々の能力を生かし、また医療介護の
継続的なケアが受けられる地域をつくっていくこと。
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林田　実 議員

配食サービス事業の
取り組みは

本町全体に対応できる
業者を探している

問　
調
理
が
困
難
な
在

宅
の
高
齢
者
お
よ
び

障
が
い
者
に
対
す
る
低
栄

養
の
改
善
、
安
否
の
確
認

ま
で
行
え
る
配
食
サ
ー
ビ

ス
事
業
は
利
用
者
か
ら
大

変
喜
ば
れ
て
お
り
、
多
く

の
市
町
村
が
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
事
業

が
中
断
し
て
い
る
た
め
、

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
定
本
町
長

　

27
年
６
月
で
事
業

者
が
サ
ー
ビ
ス
の
撤
退
を

し
て
お
り
、
本
町
全
体
に

対
応
し
て
く
れ
る
事
業
者

を
現
在
も
探
し
て
い
る
。

問　
本
年
は
、
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画

の
最
終
年
度
を
迎
え
る
。

　
27
、
28
年
度
で
は
給
付

費
が
計
画
値
を
大
き
く
下

回
っ
た
と
聞
く
が
、本
年
度

も
同
様
で
あ
れ
ば
、
か
な

り
の
余
剰
金
が
で
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
そ
の
場
合
、
第
７
期
の

介
護
保
険
料
を
下
げ
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
定
本
町
長

　

確
か
に
余
剰
金
は

出
て
い
る
が
、
２
０
２
５

年
に
団
塊
の
世
代
が
75
歳

を
迎
え
る
。

　

そ
の
時
の
た
め
に
も
積

み
立
て
て
お
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
検
討
委
員
会
で
判
断

し
て
い
く
。

食べて動いて元気な老後

松田英二 議員

国からの人材支援制度を
利用できないか

プロジェクトの推進に活用する

問　
国
が
推
進
し
て
い

る
支
援
制
度
の
中
に

は
、
地
方
創
生
に
積
極
的
に

取
り
組
む
市
町
村
に
対
し

て
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
国

家
公
務
員
な
ど
の
人
材
を
市

町
村
長
の
補
佐
役
と
し
て
派

遣
し
、
地
域
に
応
じ
た
処
方

箋
づ
く
り
を
行
う
「
地
方
創

生
人
材
支
援
制
度
」が
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
こ
の
制
度

の
利
用
に
つ
い
て
検
討
し

た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

答
畑
尾
ま
ち
づ
く
り
課
長

　

28
年
度
人
材
支
援

希
望
調
査
に
お
い
て
検
討

し
た
結
果
、必
要
な
し
と
回

答
し
て
い
る
。

問　
本
町
が
作
成
し
た

年
齢
３
区
分
別
人
口

の
推
計
値
を
見
る
と
、平
成

７
年
以
降
24
年
間
で
生
産

年
齢
人
口
と
年
少
人
口
が

約
４
千
人
減
少
す
る
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

　
全
国
の
自
治
体
で
は
、

こ
の
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
を
最
重
要

課
題
に
掲
げ
て
、
国
か
ら

の
人
材
支
援
制
度
を
活
用

し
て
積
極
的
な
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。
本
町
の
課

題
解
決
に
向
け
て
こ
の
制

度
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

答
定
本
町
長

　

美
咲
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
推
進
に
国
の
人
材
を
活

用
し
、
本
町
の
活
力
あ
る

発
展
に
努
め
た
い
。

美咲町 年齢３区分別人口の見通し

平成7年

千人
20

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0
平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成31年

5,070
5,531

5,642
5,522 5,760

5,835

2,694 2,244 1,935 1,766 1,686 1,558

10,490
9,787

9,000 8,352 7,988 7,254

18,254 17,562
16,577

15,642 15,434
14,647

推計値 推計値

■65歳〜
（老年人口）

■15〜64歳
（生産年齢人口）

■0〜14歳
（年少人口）
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特　集

《子ども議会の趣旨》
●美咲町の将来を担う子どもたちに町政に対する関心を持ってもらう。
●町政に対する要望や質問を発表することを通して美咲町の将来のあり方を
考える主権者としての意識を育てる。

●子どもの視点からの意見を今後の町政に反映していく。

平成29年度
美咲町子ども議会

　私は、このたび開催された平成29年度美咲町子ども議
会に議長として参加させていただきました。
　議長の立場で子ども議員と町長さんや課長さんの話を
聞く中で、議会では町にとっての重要な課題を解決する
ためにたくさんの人が真剣に取り組んでいるということ
がわかりました。
　私も美咲町をよりよい町にするために今回の経験を活
かして頑張りたいです。

子ども議会に参加して

　平成２９年６月１３日（火）に町内３中学校の３年生を対象とした平成29年度美咲町子ども
議会が開催されました。

　各中学校の代表として、中央中学校４人（内１人は議長）、旭中学校３人、柵原中学校
３人の合計１０人の議員によって美咲町子ども議会が開催されました。３校の３年生全員が
傍聴する中、町政全般にわたる一般質問が行われました。
　未来を拓く若者たちの奮起に期待するものです。

10番議員  
中央中学校３年

議長　関
せき

　智
とも

加
か
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問　
美
咲
町
の
定
住

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
郷
土
に
誇
り
と
愛
着

が
持
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
行
と
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
私
に
は
実
感

で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
町
内
多
く
の
人
た
ち

が
楽
し
め
て
、
美
咲
町
で

生
ま
れ
た
私
た
ち
が
地

元
に
残
り
、
町
外
に
出
て

い
た
人
た
ち
が
帰
っ
て

き
た
く
な
る
よ
う
な
新

し
い
企
画
を
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
で
し
ょ

う
か
。

答　
美
咲
町
で
は
「
さ

く
ら
祭
り
」「
ふ
る
さ

と
夏
祭
り
」「
ぽ
っ
ぽ
祭

り
」と
いっ
た
多
種
多
様
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
皆

さ
ん
が
参
画
し
や
す
い
環

境
を
整
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

9人の子ども議員が町政を問う

実
感
で
き
る
定
住
促
進
を

　
 

1
番
議
員  

中
央
中
学
校
3
年  

稲い
な
岡お

か　
瑞み

ず
貴き

問　
私
た
ち
が
毎
日

通
学
し
て
い
る
道

路
に
は
危
険
な
箇
所
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
①
マ
イ
カ
ー
セ
ン
タ

ー
前
の
道
が
狭
い

　
②
国
道
53
号
線
の
歩

道
は
、
で
こ
ぼ
こ
道
で
自

転
車
が
よ
く
パ
ン
ク
す

る
　
③
中
央
図
書
館
周
辺

は
防
犯
灯
が
な
く
暗
く

て
怖
い

　
毎
年
の
よ
う
に
要
望

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
箇
所
が
い
つ
ご
ろ
改

善
さ
れ
る
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

答　
①
自
転
車
歩
行

者
道
と
し
て
今
年
度

測
量
・
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

②
歩
道
整
備
計
画
と
し

て
測
量
・
設
計
、
用
地
買

収
を
行
って
い
ま
す
。

　

③
防
犯
灯
の
設
置
は
地

元
自
治
会
に
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

通
学
路
の
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

通
学
路
を
も
っ
と
安
全
に

　

 

2
番
議
員  

中
央
中
学
校
3
年  

甲こ
う
元も

と　
里り

菜な

問　
私
た
ち
が
す
ぐ

に
思
い
つ
く
美
咲

町
の
個
性
と
魅
力
は
「
た

ま
ご
か
け
ご
は
ん
」「
棚

田
」「
黄
ニ
ラ
」
な
ど
で

す
。
特
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
個
性
と
魅
力
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
た
と
え
ば
空
き
家
を

利
用
し
た
古
民
家
カ
フ

ェ
の
開
店
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ
へ
の
出
場

な
ど
を
考
え
て
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
美
咲

町
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。

答　
美
咲
町
に
は
三

休
公
園
の
桜
、柵
原

ふ
れ
あ
い
鉱
山
公
園
、
明

治
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

岸
田
吟
香
、
既
に
開
店
し

て
い
る
古
民
家
カ
フ
ェ

な
ど
全
国
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
魅
力
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
美
咲

町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

他
に
は
な
い
個
性
と
魅
力

　

 

3
番
議
員  

中
央
中
学
校
3
年  

宮み
や
地じ　
風ふ

う
花か

気持ちが弾む町のイベント

通学路が危ない

他にはない魅力「岸田吟香」
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問　
私
た
ち
が
豊
か

さ
を
実
感
し
、幸
せ

な
ま
ち
を
つ
く
る
活
性

化
策
と
し
て
、
鶏
と
卵
を

使
っ
て
作
る
「
親
子
バ
ー

ガ
ー
」
や
「
ワ
イ
ン
」
な

ど
特
産
品
の
開
発
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
木
材

な
ど
を
再
利
用
し
、
新
た

な
施
設
を
生
み
出
す
方

法
を
提
案
し
ま
す
。

　
特
産
品
の
開
発
や
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、

空
き
家
の
活
用
な
ど
で

た
く
さ
ん
の
人
が
美
咲

町
を
訪
れ
、
ま
ち
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
思
い

ま
す
。

答　
美
咲
町
で
は
、
６

次
産
業
化
を
導
入

し
て
農
産
物
を
使
っ
た
特

産
品
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、空
き
家
情
報
バン

ク
を
設
置
し
て
空
き
家
の

活
用
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
後
も
ア
イ
デ
ア
を
生

か
し
た
活
性
化
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

9人の子ども議員が町政を問う

ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
策

　
 

4
番
議
員  

旭
中
学
校
3
年  

森も
り
岡お

か　
悠ゆ

う
吾ご

問　
ス
ポ
ー
ツ
は
、世

代
を
超
え
て
い
ろ

い
ろ
な
人
が
楽
し
め
ま

す
。

　
旭
地
域
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
や
ジ
ム
・

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の

入
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
作
り
、
さ
ら
に
旭
中
学

校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を

オ
ム
ニ
コ
ー
ト
に
改
良

す
る
こ
と
で
人
気
を
集

め
、
地
元
の
人
は
も
と
よ

り
た
く
さ
ん
の
来
客
が

見
込
め
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答　
美
咲
町
は
、子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま

で
全
て
の
人
が
笑
顔
で

元
気
に
生
き
生
き
と
学

び
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、

教
育
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、

ア
イ
デ
ア
豊
か
な
考
え
を

取
り
組
み
の
参
考
に
し
て

い
き
ま
す
。

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

　

 

5
番
議
員  

旭
中
学
校
3
年  

前ま
え
田だ　
涼り

ょ
う
ま真

問　
旭
地
域
の
第
一

江
与
味
ト
ン
ネ
ル

と
大
師
山
ト
ン
ネ
ル
の

間
に
あ
る
交
差
点
に
は

信
号
機
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　
先
日
こ
の
交
差
点
で

事
故
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
通
行
者
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
こ
の
交
差

点
へ
早
急
に
信
号
機
を
設

置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

答　
国
道
４
２
９
号

線
旭
バ
イ
パ
ス
と
県

道
高
梁
旭
線
の
交
差
点

は
見
通
し
が
悪
く
通
行

す
る
車
の
ス
ピ
ー
ド
も
速

く
な
っ
て
お
り
、出
会
い
頭

の
事
故
が
多
発
し
て
お
り

ま
す
。

　

江
与
味
自
治
会
か
ら

も
信
号
機
設
置
の
要
望

が
あ
り
、
美
咲
町
か
ら
警

察
に
要
望
書
を
提
出
し
、

早
期
の
安
全
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

江
与
味
交
差
点
に
信
号
を

　

 

6
番
議
員  

旭
中
学
校
3
年  

富と
み
田た　
聖せ

い
也や

スポーツでまちおこし

安全に通行できる道路へ

アイデアいっぱい6次産業
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問　
柵
原
中
学
校
の

校
舎
は
昭
和
53
年

に
建
て
ら
れ
、
一
般
的
な

建
て
替
え
の
目
安
と
さ

れ
て
い
る
40
年
に
迫
っ

て
い
ま
す
。

　
早
期
の
建
て
替
え
が

望
ま
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に

伴
っ
て
小
中
一
貫
校
設

立
の
話
が
進
ん
で
い
る

よ
う
で
す
。

　
小
中
一
貫
校
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
デ
メ
リ
ッ
ト

も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
設

立
に
向
け
た
取
り
組
み

の
状
況
を
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。

答　
柵
原
地
域
の
学

校
施
設
の
あ
り
方
に

つい
て
、建
設
検
討
委
員
会

を
設
置
し
て
専
門
的
な
検

討
を
重
ね
た
結
果
、
義
務

教
育
学
校
の
創
設
が
望
ま

し
い
と
の
結
論
に
達
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
地
域
の
人
た
ち

と
意
見
交
換
を
行
い
、
多

く
の
意
見
を
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

9人の子ども議員が町政を問う

小
中
一
貫
校
設
立
の
状
況

　
 

7
番
議
員  

柵
原
中
学
校
3
年  

岡お
か
元げ

ん　
由ゆ

美み

問　
柵
原
中
学
校
で

は
、防
災
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
柵
原
地
域
で
は
、
洪
水

や
土
砂
崩
れ
の
危
険
性

が
高
く
、
特
に
多
く
の
土

砂
崩
れ
危
険
箇
所
が
通

学
路
に
溢
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

　
美
咲
町
と
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
危
険
箇
所
に
つ

い
て
の
情
報
収
集
や
地

域
レ
ベ
ル
の
防
災
、
通
学

路
の
安
全
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
対
策
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

答　
岡
山
県
統
合
型

Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
土
石
流
、急
傾
斜
、

地
す
べ
り
な
ど
の
危
険
箇

所
に
つ
い
て
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
情
報

を
基
に
地
域
の
防
災
や

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
緊
急
性
の
高
い
も
の

か
ら
適
時
対
応
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

防
災
・
安
全
対
策
の
充
実

　

 

8
番
議
員  

柵
原
中
学
校
3
年  

森も
り
﨑さ

き　
泰た

い
輝き

問　
美
咲
町
の
人
口

を
増
や
し
盛
り
上

げ
る
た
め
に
は
、
若
者
が

増
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
当
然

働
け
る
場
所
づ
く
り
が

重
要
に
な
り
ま
す
が
、
現

在
美
咲
町
の
主
た
る
産

業
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
若
者
が
活
躍
す

る
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
働
き
方
が
期
待
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答　
美
咲
町
の
主
要

産
業
は
、第
１
次
産

業
で
す
。

　

町
内
に
は
、
た
く
さ
ん

の
企
業
が
操
業
し
て
お

り
、
近
隣
の
津
山
市
や
勝

央
町
に
も
工
業
団
地
が

あ
り
ま
す
。

　

美
咲
町
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
は
、
生
ま
れ
育

っ
た
地
元
で
就
職
し
家

族
を
持
ち
、
若
者
が
地
域

の
中
心
と
な
っ
て
活
気

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

積
極
的
に
参
画
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

若
者
が
活
躍
で
き
る
町
へ

　

 

9
番
議
員  

柵
原
中
学
校
3
年  

池い
け
上が

み　
聖さ

と
し

どうなる母校の未来

安心・安全なまちづくり

この町で暮らそう
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各
種
委
員
の
任
期
満
了

に
伴
う
人
事
案
件
が
提
案

さ
れ
審
議
の
結
果
、全
会
一

致
で
同
意
し
た
。

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

美
咲
町
錦
織

　
　

芝
原　

秀
法
（
新
任
）

◎
監
査
委
員
の
選
任

　

美
咲
町
境

　
　

大
天　

嘉
行
（
再
任
）

　

美
咲
町
飯
岡

　
　

延
原　

正
憲
（
新
任
）

　
　
　

（
議
会
選
出
）

◎
固
定
資
産
評
価
審
査

　
委
員
会
委
員
の
選
任

　

美
咲
町
西
川

　
　

島
田　

隆
章
（
再
任
）

　

工
事
請
負
契
約
締
結
案

が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果

全
会
一
致
で
承
認
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

柵
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

焼
却
施
設
解
体
工
事

　

広
成
建
設
㈱（
岡
山
市
）

　

完
成
後
45
年
を
経
過
し

倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
旧
ゴ
ミ

焼
却
施
設
を
解
体
撤
去
す

る
た
め
の
工
事
を
１
億
４
，０

９
４
万
円
で
契
約
す
る
。

　

美
咲
町
原
田

　
　

山
本　

登
志
夫（
新
任
）

　

美
咲
町
塚
角

　
　

福
田　

芳
幸
（
新
任
）

◎
情
報
公
開
・
個
人
情
報

　
保
護
審
議
会
委
員
の
委
嘱

　

美
咲
町
西
幸

　
　

杉
山　

倫
子
（
再
任
）

　

美
咲
町
錦
織

　
　

山
本　

輝
文
（
再
任
）

　

美
咲
町
西
川
上

　
　

大
崎　

俊
男
（
再
任
）

　

美
咲
町
安
井

　
　

山
下　
　

修
（
再
任
）

　

美
咲
町
連
石

　
　

中
西　
　

学
（
新
任
）

◎
農
業
委
員
会
委
員
の

　
任
命

　

美
咲
町
境

　
　

小
林　

智
之
（
再
任
）

　

美
咲
町
宮
山

　
　

光
嶋　
　

一
（
新
任
）

　

美
咲
町
高
下

　
　

角
南　

憲
一
（
再
任
）

　

美
咲
町
錦
織

　
　

杉
本　

正
博
（
再
任
）

　

美
咲
町
金
堀

　
　

赤
木　

克
己
（
再
任
）

　

美
咲
町
上
口

　
　

杉
山　

正
志
（
再
任
）

　

美
咲
町
西
幸

　
　

井
伊　

敏
夫
（
再
任
）

　

美
咲
町
里

　
　

大
倉　

規
洋
文（
再
任
）

　

美
咲
町
大
垪
和
西

　
　

宮
尾　

正
道
（
新
任
）

　

美
咲
町
塩
気

　
　

岡
田　

一
之
（
再
任
）

　

美
咲
町
東
垪
和

　
　

片
山　

榮
美
（
再
任
）

　

美
咲
町
打
穴
西

　
　

石
原　

正
広
（
新
任
）

　

美
咲
町
越
尾

　
　

直
本　

節
子
（
再
任
）

　

美
咲
町
北

　
　

結
石　

文
貴
（
再
任
）

　

美
咲
町
塚
角

　
　

下
山　

和
由
（
新
任
）

　

美
咲
町
江
与
味

　
　

竹
嶋　
　

実
（
再
任
）

　

美
咲
町
吉
ケ
原

　
　

妹
尾　

知
興
（
再
任
）

　

美
咲
町
打
穴
北

　
　

内
田　
　

登
（
新
任
）

人
事
案
件

そ
の
他
案
件



　7月4日、岡山県内12町村の議会議員が参加した研
修会が県市町村振興センターで開催されました。
　地域力創造アドバイザーとして活躍する立正大学客
員教授の高

たか
野
の
誠
じょう
鮮
せん
氏を講師に迎え「限界集落の活性化

と農産物のブランド化」などの講演の中で貴重な意見
を伺いました。

　7月6日、町村議会が作成する議会だよりの研修会が
全国町村議員会館（東京）で開催されました。
　町村議会広報表彰審査委員を務める芳野政明氏を講
師に迎え「住民に読まれ議会活動が伝わる」議会だよ
り作成の基本と編集についての講演を受け、今後の活
動を充実させます。

～美咲町の明日を考え、開かれた議会を目指し～
ご都合の良い会場へお越しください！！

日　　時 会場・場所
平成29年

 8月22日（火） 午後６時３０分～午後８時３０分 〈柵原会場〉
⃝柵原総合文化センター

平成29年
 8月23日（水） 午後６時３０分～午後８時３０分 〈中央会場〉

⃝美咲町林業センター

平成29年
 8月25日（金） 午後６時３０分～午後８時３０分 〈旭会場〉

⃝旭町民センター

※各会場共に、常任委員会ごとの２グループに分けて意見交換会を行います。

委員会（グループ） 主なテーマ

総務産業常任委員会
定住促進の進めかた
黄福のまちづくり

民生教育常任委員会
健康増進に向けて
教育環境の整備へ

美
咲
町
議
会
報
告
会
お
よ
び

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

第6回

町村議会議員が一堂に会す

人を動かし  まちを動かす 議会だよりは何のため  誰のため

議会の活動が伝わる広報
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議
会
に
二
つ
の

特
別
委
員
会
を
設
置

　

議
会
が
取
り
組
む
べ
き
課

題
解
決
に
向
け
た
協
議
を
専

門
的
に
行
う
た
め
、６
月
定
例

議
会
で
特
別
委
員
会
の
設
置

を
議
決
し
た
。

◎
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

延
原　

正
憲

　

副
委
員
長　

左
居　

喜
次

　

委　

員　
　

山
田　

雄
二

　

委　

員　
　

藤
井　

智
江

　

委　

員　
　

松
島　

幸
一

　

委　

員　
　

形
井　
　

圓

　

委　

員　
　

林
田　
　

実

　

委　

員　
　

松
田　

英
二

　

委　

員　
　

金
谷　

髙
子

　

委　

員　
　

江
原　

耕
司

　

委　

員　
　

岩
野　

正
則

　

委　

員　
　

山
本　

宏
治

　

委　

員　
　

松
島　
　

啓

　

委　

員　
　

貝
阿
彌
幸
善

◎
定
住
対
策
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

山
本　

宏
治

　

副
委
員
長　

金
谷　

髙
子

　

委　

員　
　

延
原　

正
憲

　

委　

員　
　

左
居　

喜
次

　

委　

員　
　

江
原　

耕
司

　

委　

員　
　

岩
野　

正
則
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みんなで傍聴

議長ツーショット活躍する女性議員

１番議員同士議員勢ぞろい

インタビュー どうだった？ 終わったね

緊張の一瞬！！ はじまるぞ～

編
集

後
記

　
　

改
選
後
、
初

め
て
行
わ
れ
た

定
例
議
会
で
は

12
人
の
議
員
が
質
問
に
立

ち
、町
政
を
質
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
議
員
の
活
動

の
形
は
違
い
ま
す
が
、
町
を

思
う
気
持
ち
は
同
じ
で
す
。

　

今
後
の
活
動
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

　

議
会
だ
よ
り
も
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
が
代
わ
り
、
今

号
が
初
め
て
の
編
集
に
な
り

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
、
分
か

り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
誌

面
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
今
月
下
旬
に
は

「
議
会
報
告
会
お
よ
び
意
見

交
換
会
」
を
、
町
内
３
地

域
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お

聞
き
し
、
町
政
に
反
映
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
左
居
記
）

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委
員
長
　
左
居
　
喜
次

副
委
員
長
　
藤
井
　
智
江

山
田
　
雄
二

松
島
　
幸
一

松
田
　
英
二

金
谷
　
髙
子




